
城陽市障がい者自立支援協議会 

 第 19 回 就労部会報告書  

 2014 年 4 月 

標記について下記のとおり報告します。                    報告者 部会長 竹内 仁  

日  時 2014 年 4 月 14 日（月) 

場  所 城陽市福祉センター 2 階和室 

出 席 者：就労促進授産支援ネットワーク（1 名)、宇治支援学校(1 名)、あんびしゃ(1 名)、あっぷ(1 名)、はぴねす（1 名）、 

城陽作業所(1 名)、野の花（1 名）みんななかま(2 名)、福祉課(1 名)（参加者数：10 名） 

欠席者：(有)ファンシステム(1 名)、庭一造園(1 名) 、（株）ナプラス（1 名）、魁(1 名)、 

検討課題 

1．福祉情勢・就労に関する情報の共有、2．各事業所で「働く」をどのように考えていくか 3．ステップアップの取り組み

にむけて 4．福祉事業所見学会にむけて 5．その他 

【議事録】 

○ 検討課題の議論内容 

＊今年度の取り組みのひとつとして見学会を考えている。具体的に与謝野町の「やすらの里」を挙げているが、遠い場所なの

で、マイクロバスを借りて行けたらと思っているが、城陽作業所のバスを借りることはできるのか。 

＊バスを出すことは可能である。 

＊バス用の運転免許は持っているのでドライバーは可能。 

＊事業所フェアは今年について明記がないが、確認をしておく必要がある。 

＊今年度の計画には挙げていないが、今後、事業所フェアをどうしていくかが課題である。 

＊フェアをして何かにつながったという具体的な実績は今のところ無いが、企業と製品や働く場に関してタイアップしていく

ことは重要だと思う。特に城陽市内の企業とつながれるといい。 

＊就労促進授産支援ネットワークとの連携について内容確認をしておく必要がある。 

＊製品のプレゼンをしようと企画していたが、部会だけでやるのではなく、ネットワークと合同でやることにメリットがある

と考えている。ネットワークの方でも販路確保は行っているが、製品の質的向上という部分に関しては進んでいないとういう

ことも考慮すると合同でやる意義が出てくる。また、企業の方に関しては、商工会議所の方ともつながっていってもいいので

はないかと考えている。 

＊部会としては、ステップアップの方を中心におこない、ネットワークとの方で製品を中心にやっていく方法でいいと思う。

市の方からもネットワークに働きかけてもらえたらいいのではないか。 

＊できないことはないが、内部で決められる範囲の話であると思うので、双方で決めてもらえたらいいと思う。 

＊ネットワークのメンバーはどういった構成になるのか。 

＊事業所で言うと部会の事業所以外にすいんぐとチェリーが入る。会議の住み分けはしていかないといけないが、合同でやっ

ていってみてはどうかと考えている。 

＊合同の場合の主体はどちらになるのか。 

＊まず提案は部会からで、その後の発展はネットワークの仕事になっていくと考えている。 

＊プレゼンの内容は製品に関することだけになるのか。 

＊下請け仕事も入るとのこと。 

＊人間力の紹介になる。何ができるかということをプレゼンできる。 

＊形式があると提案も出しやすいと思う。 

＊うちの利用者の方もいい刺激になっていたようなので、よいことだと考えている。 

＊まだまだ色々な企業があると思うし、お互いに現状を知らないから、知り合うことを進めていくことが必要になってくる。

滋賀での取り組みを聞いていると、滋賀県内の全ての企業について調べて取り組みをしているとのこと。 

＊生徒にイメージを持たせてあげるために色んなことをさせてあげたいと思っている。職員でタウンページを広げて当たって

いくということをやっている。城陽の和菓子屋さんに、実習の許可をもらった実績がある。 



＊紹介があれば、つながっていきやすいと思う。 

＊昔は「開拓員」という人が居た。現在でも企業にアンケートを送って調べていったりはしている。 

＊職員の意識向上も同時にしていくことが大事。滋賀の「ガンバカンパニー」を見学に行った時は勉強になった。A型事業所

で、２億円の売り上げがあるクッキーの工場のこと。 

＊ほとんど工場という印象であった。 

＊こちらの取り組みについて話をしたところ、かなり厳しいことを言われた。 

＊批判はできるだろうが、その中に建設的な指摘などはあったのか。B 型の人でも、A 型に入れるというようなノウハウが得

られるなら有意義だと思うが。 

＊全てが厳しい。ルールを守れない人は工場にも入れず、外の仕事や掃除になる。そういうレベルでやっているというのを見

ることは勉強にはなる。見に行った利用者が実際にトライアル雇用に進んだということもあった。 

＊見学会以外に職員の意識向上をはかるものはあるのか。 

＊電話かけは意識の向上になる。叩かれたことはあるが、それが勉強になる。 

＊向日市にエンデバージャパンという事業所がある。元刑事の方がやっておられて、A/B 型の事業所。企業内就労に特化して

いて、３６５日企業に合わせて働くという形でやっておられる。この部会がどうありたいかということが重要になってくると

思う。 

＊まずは、ガンバカンパニーとやすらの里の見学に行けたらいいかと思う。体験については、ナプラスさんに行けたらと考え

ている。 

＊星和電機はどうか。 

＊担当窓口をしてくれていた方が亡くなれてから少し停滞している。就労は難しいかもしれないが、体験は可能だと思う。 

＊マツヤスーパー、アルプラ、かごの屋などが実績としてある。 

それと、今後、役割分担をしていってもいいかと思う。今まで全て部会長が段取りしていたので。 

＊ガンバカンパニーの見学会に関しては以前やりとりしたところなので、段取りできると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            次回開催日：5 月 19 日予定 


